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要旨 ― 鳥取県岩美町浦富海岸の鴨ヶ磯地区において，海岸風衝低木林を対象に植生調査をおこない現








Abstract — The vegetation structure of s coastal dwarf forest in Uradome Coast, San'in Kaigan National 
Park was investigated. Species composition and their abundance were recorded in each layer at seven 
stands in Kamogaiso area at Iwami town, Tottori Prefecture. In six coastal front stands, a sandy beach, two 
foot slopes, two steep slopes, small ridge and one remote stand (00 m apart from coastal front stands), 
a total of 82 plant species were identified. Similarity among seven stands was calculated by DCA analysis 
based on species composition and each species abundance score. Although some additional discussions 
may be necessary in the point of phytosociological community classification, four vegetation types were 
clearly identified in six coastal front stands by DCA analysis. Four types were sandy beach vegetation, 
coastal pioneer vegetation, coastal dwarf pine forest with poor understory species, and typical coastal dwarf 
pine forest and those were topographically arranged. In addition, endangered Echinops setifer and Platy-
codon grandiflorum were observed in Kamogaiso and these supports the importance of Uradome Coast in 
regional biodiversity. 
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Fig. 1. Location map of seven stands (A-G). P and M indicate 
car parking area and memorial tower for Russian officer, re-
spectively. Broken line is a future plan route of nature trail.
　7地点の植生の類似性を調べるために，多変量解析の
一種であるDetrended Correspondence Analysis (DCA，




ORD ver..25(mjm Software Design)を使用した。
浦富海岸鴨ヶ磯の植生構造
山陰自然史研究 (Natural History Research of San’in), No. 5， April  200 © 鳥取県生物学会  The Biological Society of Tottori
 
図2．DCA解析による7地点の植生類似性．
Fig. 2. A scatter diagram of the vegetation similarity at 7 




























































Fig. 3. Sandy beach vegetation in stand A.
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表1．植生調査組成表．出現階層はT：高木層，T2：亜高木層，S：低木層，H：草本層を表す．表中の数字は被度を百
分率で表したもの．調査日は200年月日．
Table 1. Species composition and abundance in seven stands. T: Canopy layer, T2: sub-canopy layer, S: Shrub layer, H: 
Herbaceous layer.
地点名 A B C D E F G
地点の特徴 西側砂浜 西側麓部 西側急斜面 小尾根上 東側急斜面 東側麓部 駐車場そば
斜面方位 斜度 N0° 5° N0° 0° N20° 6° N0° 5° N0° 8° N20° 5° N5° 7°
特徴 レキに覆われ 土砂堆積部分 土壌薄い 乾燥・風あたり 崩壊進む 土砂堆積部分 土壌厚め
T: 高さ 植被率 － 0m 50% 8m 50% － 5m 80% 2m 0% 0m 80%
T2: 高さ 植被率 － － － － － 6m 5% 5m 25%
S: 高さ 植被率 2m 0% 2m 75% 2m 0% m 0% 2m 20% 2m  5% 2m 20%
階層 H: 高さ 植被率 0.5m 50% 0.5m 0% 0.5m 0% 0.5m 20% 0.5m 20% 0.5m 20% 0.5m 8%
T オオバヤシャブシ ・ 50 ・ ・ 0 ・ 0
T ミズナラ ・ ・ 0 ・ 20 ・ 20
T ハゼノキ ・ ・ ・ ・  ・ 20
T カスミザクラ ・ ・ 0 ・ ・ ・ 5
T モチノキ ・ ・ 5 ・ 0 ・ ・
T カラスザンショウ ・ ・ ・ ・ ・ 0 ・
T クロマツ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 20
T ヤブツバキ ・ ・ ・ ・ 20 ・ ・
T リョウブ ・ ・ ・ ・ 0 ・ ・
T エノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5
T2 ヤブツバキ ・ ・ ・ ・ ・ 5 0
T2 カスミザクラ ・ ・ ・ ・ ・ 0 ・
T2 ヤブニッケイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 0
T2 ハゼノキ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 0
S ヤブツバキ ・ 50 ・ 5 5 2 5
S トベラ ・   5  ・ 0.
S ヒサカキ ・   5  ・ 
S ヤツデ ・ 0. ・ ・ 0.  0.
S ススキ ・ ・  0 ・ ・ 5
S モチノキ ・ ・    ・ ・
S イタドリ 5 ・ ・ ・ ・  ・
S アカメガシワ ・ ・ ・  ・ ・ 
S ヤマハギ ・ ・ ・   ・ ・
S ナナカマド ・ ・ 0.  ・ ・ ・
S オオアブラススキ ・ ・  ・  ・ ・
S サルトリイバラ ・ ・ ・  ・ ・ 
S ユキグニミツバツツジ ・ ・ ・   ・ ・
S タブノキ ・ ・  ・ ・ ・ 0.
S ヤブニッケイ ・ ・ ・ ・ 0.  ・
S ウツギ ・ ・ 0. ・ 0. ・ ・
H ツワブキ  ・ 5 ・ 2  
H ベニシダ ・ 0.  ・  5 ・
H オニドコロ   0. ・ ・  ・
H ワラビ ・  0. 0. ・ ・ 
H トキワイカリソウ ・ ・ ・    ・
H ヨモギ  ・ ・ 0. ・ ・ 
H ヒカゲイノコズチ   ・ ・ ・  ・
H ヘクソカズラ  ・ 0. ・ 0. ・ ・
H ジャノヒゲ ・ ・  ・ 0 ・ ・
H オニヤブソテツ  5 ・ ・ ・ ・ ・
H イノデ ・ 5 ・ ・  ・ ・
H ニオウヤブマオ  ・ ・ ・ ・  ・
H ナミキソウ  0. ・ ・ ・ ・ ・
H リョウメンシダ ・ ・ ・ ・ 0.  ・
H ミゾシダ ・ ・ ・ ・ 0. 2 ・
H ケチヂミザサ ・  ・ ・ ・  ・
H シラヤマギク ・ ・  ・  ・ ・
H ツユクサ   ・ ・ ・ ・ ・
H カエデドコロ ・ ・ ・ ・ ・  0.
H サルトリイバラ ・ ・ 0. ・  ・ ・
H ゼンマイ ・ ・ ・ ・ 0.  ・
H ヤマハギ ・ ・ 0. ・ ・ ・ 
H ヤマイタチシダ ・ 0. 0. ・ ・ ・ ・
H タニウツギ ・ ・ ・ ・ ・ 0. 0.
H ミズヒキ ・ 0. ・ ・ ・ 0. ・
H ヤマツツジ ・ ・ 0. 0. ・ ・ ・
出現種数  20 27 22 0 22 25
低木層 (S) で出現回数回の種とその被度
オオブタクサ20 ミョウガ20 ハイネズ クロマツ5 ムラサキシキブ タニウツギ0. チマキザサ0
テリハノイバラ アオキ ハゼノキ5 コウヤボウキ ヤマウルシ




ハマヒルガオ20 キンミズヒキ アキカラマツ オカトラノオ トウギボウシ0. サカゲイノデ0 ヌルデ
スナビキソウ0 ヒヨドリジョウゴ0. スゲ sp. オケラ シシガシラ0. ヌスビトハギ0. エノキ0.
































　地点C: 西側急斜面－高さ8 mほど，ミズナラ(Quercus 











Fig. 5. Forest floor of stand C: steep slope of western side.
ど照葉樹林の要素が混交していた。草本層にはツワブキ
やジャノヒゲ(Ophiopogon japonicus)，スゲ類やアキカ
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